
















































































































「英国青少年音楽祭（Spirit of Youth in Music
 
Festival）」（会場 Gracie Fields Theatre）で、
他校（The Yehudi Menuhin School/The Purcell School/Wells Cathedral School/St Mary’s
 




その後、最後の訪問地マンチェスターに移動し、３日に Royal Northern College of Musicで
演奏、４日には帰国（空港へ向かう、まさに）直前まで、Chetham’s School of Musicで演奏し
ました。というわけで、かなりハードなスケジュールでしたが、生徒は皆元気で過ごし、大変有









































































































































































































































































































































































































































































































尺八 中嶋 翔 佐田 奏生
― ―27





































































２.L.V.Beethoven：Piano Concerto No.2 B dur Op.19
― ―29
３.C.Debussy：PRINTEMPS-Suite Symphonique




２. J.S.Bach：Kantate Nr.4「Christ lag in Todesbanden」BWV 4





２.E.H.Grieg：Piano Concerto a moll Op.16
３.W.A.Mozart：Regina coeli  K.V.108




２.F.Poulenc：Concerto en Re?Mineur Deux Pianos et Orchestra
３. J.Haydn：Die Scho?pfung (Erster Teil)




２.C.M.von Weber：Konzertstu?ck f moll
３. J.S.Bach：Kantate Nr.39“Brich dem fugrigen dein brot”BWV39
４.P.I.Tchaikovsky：Serenade fu?r Streichorchester C dur Op.48
第10回 定期演奏会（1998年）
J.ロックハート指揮
１.M.Ravel：Pavane pour infant de?funte
２.G.Faure?：Requiem Op.48
３.W.A.Mozart：Piano Concerto A dur K.V.488









１. J.Haydn：Die Jahreszeiten Hob.XXl















ハイドン：チェロ協奏曲 第２番 第３楽章 ピアノ 亀井綾乃
３年 稲本有彩
ハイドン：チェロ協奏曲 第１番 第２楽章 ピアノ 星野友紀
バッハ：無伴奏チェロ組曲第３番 「クーラント」
２年 藤原秀章








フランク：ヴァイオリンソナタ イ長調 ピアノ 奥田ななみ
２年 岡本誠司
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ショーソン：詩曲 作品25 ピアノ 笹原拓人
２年 城戸かれん










チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲 Op.35 第１楽章 ピアノ 片岡健人
中平めいこ
サン＝サーンス：序奏とロンド・カプリチオーソ Op.28 ピアノ 坂本リサ
小浦場 健
ハチャトリアン：ヴァイオリン協奏曲 第１楽章 ピアノ 片岡健人
海外講師の公開レッスンを見て感動させられるものの一つとして、生徒のどちらかというと淡
泊な演奏が、講師の先生方による、極めて集中力の高いエネルギッシュな指導により見違えるよ
うに変わっていくことにある。しかしながら講師の先生方の求めておられる演奏とはやはり差が
あるのも事実である。
少し前にはなるが、ロシアの高名なチェリスト、イーゴリ・ガブリッシュ氏の公開レッスンが
終わって「芸高生もそうであるが日本人の演奏は概して平板で、自己表現がへただと思うが、ロ
シアではどのような教育をしているのか?」という質問をしたことがあった。その返答に「ロシ
アでは楽器を習い始めた子どもの頃から、まず自分を表現させる訓練をさせる。そしてそれを成
長しても続ける」という日本では考えられない驚くべき言葉が戻ってきた。音符や音程、リズム
を正確にという、日本の子ども達への基礎教育のあり方を根本的見直していく必要があるように
思える。
７.まとめ
音楽には国境はない。５大陸200数ヶ国の国々に様々な民族が存在し、そしてそれ以上に様々な
数多くの音楽が存在する。しかしながら素晴らしい音楽や演奏は、言葉がわからずとも時と国を
超えて、人の心を打つものである。
未だに世界の国々には争いや紛争が絶えない状況が続いているが、音楽こそが人と人、国と国
を繋ぐかけがえのない存在であると言えないであろうか。その故にであろうか、異なる国、異な
る民族と音楽を通して交流し、一つの音楽をともに作る喜びは殊の外大きい。何年も音楽院や音
大に留学し、オーケストラの団員となったり、音楽院の教授になって帰って来ない卒業生もいる。
また結婚して一家を構えている者も少なくないのもそのためであろうか。
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若い高校生のうちから、海外に出て交流することによって世界観を広げ、その地の音楽、食事
や空気、自然を体感し、音楽を奏することによって世界の人と繋がることの重要性を是非とも感
じ取って欲しいものである。
嬉しいことに、選ばれて海外交流演奏会に参加した生徒達もそれに答えて、コンクールや演奏
活動において活躍し、また海外に留学している者もいる。大きく育ち世界に羽ばたいて欲しいも
のである。
今後のことではあるが、本校が行っている２年生の演奏修学旅行も海外で行えないか、現在検
討し始めているところである。
唯一の国立の音楽高校である本校の使命として、これからも海外交流演奏会を企画し実現して
いきたいと考えている。
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